
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                                            

 

みずきの会 ミニ観だより   ８月号 
2016年９月１８日    
 みずきの会 
代表 足立直義 
 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

オオツノカメムシが守っていたのは  
 

・都会ではなかなか味合えない自然と生き物の、素晴らしさに付いて良く解りました。自然と生

き物が共存して行く中で、人の手も少しづつ加えながら守って行く事は大切だと改めて感じま

した。私は、自然環境、動物飼育学科で少し自然の事を学んでいますが、もっと知りたいと思

ったので良い機会になってよかったです。  (K.Ｔ) 
・昆虫の種類も変わって来て、季節も変わって来ているのかな？と感じました。(N.S) 

みぃつけた 

 

ツチイナゴ 幼虫 ショウリョウバッタ♀ 

 
 

声！ミニ観に参加した人の

 

 

イヌシデ 

 先月見つけたオオツノカメムシ、卵を守っているのかと思っていたら、今日写真パ

ズルで見たら、目もあり足も出ていて、1令幼虫でした。      （Y.Ｍ） 
＊ 孵化したばかりの幼虫は、母カメムシがくれた栄養ミルクを体内に持っている？ 

ウスバキトンボが目立った 

 

 No。２０１ 

トラツグミ 

21日 晴 28℃ 
 大形の写真を使ったパズ

ルゲームで、確り見たつもり

が、まとめの話を聞いて見る

と、見えなかったものが見え

て来るものだと言う事が、新

めて解りました。 
        （H.I） 

去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

ショウリョウバッタ♂ 

   
 

  


